
日本天文学会2014年秋季年会

K04a 近傍銀河M82に現れた赤化の大きな Ia型超新星SN 2014Jの偏光特性
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我々は近傍銀河M82に出現した Ia型超新星 SN 2014Jに対して可視近赤外域の偏光観測を行い、(1)Bバンド
で 4.8%に達する大きな偏光、(2)波長が長くなるにつれ偏光度が急速に減少、(3)偏光方位角は波長によらずほ
ぼ 40◦で一定、(4)発見当初の 1月 22日から 3月 7日まで偏光特性はほぼ一定、などの特徴を見出した。これら
より、観測された偏光の大部分はM82内の星間偏光起源であると考えられる。先行研究により吸収の波長依存
性を表すRV 値 (=AV /EB−V )が小さいことも判っており、それは (1)及び (2)と共に天の川銀河における経験則
（RV ∼ 5.6λmax(µm)）をほぼ満たすが、偏光度のピーク波長 λmaxとピークの幅との関係は、天の川銀河の星間
偏光とは相容れないことから、M82の星間ダストは質的な違いを有すると示唆される。小さいRV は Ia型超新星
で広く見受けられることや、SN 2014Jの偏光特性は大きい赤化を受けた Ia型超新星で過去に偏光観測がなされ
た 2例とよく似ていることから、特異な偏光特性は Ia型超新星 (のホスト銀河)に共通している可能性がある。


